10　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(こう　だ　あや),幸田文)「季節のうつろい」
─職人の熟達した仕事と、表現する言葉に払う恭敬の思いを語る随筆
18年度　南山大学
★　次の文章を読んで、後の設問に答えよ。ただし、設問の都合上、原文を一部改めてある。
　死なせるとか、ころすとか、まことにａ穏やかならぬことを、これはまた１至極おだやかな調子でいっているので、なんのことなのかときき耳をたてたら、壁土づくりの話をしているのだった。死なすの殺すのとは、腐らせることなのである。念入りな建物には、壁もまた念入りになるが、そういう時、壁の材料である土は、二年も三年もかけて、いちど十分に腐らせてから使う。その腐らせることを、話していたのである。
　職人さんたちは、よく、たいへん的確なもののいいかたをする。いかにもその職らしい、たくみな言葉をつかう。死なす、ころす、はどの職の人もよく使う言葉だが、このｂ激しい言葉がいわれるときには、その状況や感情が、実に目に見るようにわかることが多い。しかしそれにしても、①土をころすとは、どういうことなのかとおもった。ものをａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),フジュク)させることは、寝かす、寝かせるなどという、やさしい言葉も使うのだから、それを殺すと荒々しくいうのには、それ相当のなにかがあるのだろうと察した。するとその私の気持ちを見抜いたように、なにしろ土は生きているのだから、殺さなければ思うようには使えない。それに土は性根の強いものだから、死なすには相当ほねを折らなければならないのだ、という。　　Ａ　　 
　土を死なすには、用量の土に、適当な水を加えて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),捏)ねる。土はやわらかくなる。それをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふちだか),縁高)、中くぼみに形づける。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くぼ),窪)みの中に水をたたえる、縁高だから、水が外へ流れだしてしまうことはない。そのまま放置しておく。四季がめぐる。春の蒸すようなｂダンキ、つゆの長雨、夏のひでり、秋の冷え、厳冬の eq \* jc3 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps14 \o\al(\s\up 11(＊),凍)上と、土はいためつけられて、だんだんと腐っていく。しかも、より満遍なく腐らせるために、この間に何度も捏ねなおされる。人の足で、踏みこねるのだという。つい思わず、その作業を想像しておかしくなった。　　Ｂ　　
　遊びなどとはとんでもない、ｃナンギョウだという。鼻のもげそうな悪臭で、口もなにもききたくないほどな、我慢のいる仕事だと、いまただ話すのにさえ顔をしかめる。嗅いだことのない人には、話しても到底わからないが、あのｃ嫌な臭いのなかで、くちゃくちゃ踏んで捏ねるのは、とてもとても、Ａけぶりにもおかしいなんてものじゃない―ときびしくいったものの、ちょっと戸惑って考えているふうで、「へんだな、こうして実地の仕事でなく、話だけのことでしゃべってみると、あの作業は、やはりなんだか可笑しいな。話だと、臭いということ自体が、もうおかしさをくすぐるし、しかもそれを足で捏ねる、とくればいかにも滑稽だ」ととうとう自分が笑い出す始末になった。　　Ｃ　　 鼻のもげるようなにおいと、こねかえした土の汚ならしい色や、ぬらぬらする触感などを想像すると、それがどんなに気色のわるい仕事か、ほぼ推察がつくのだった。悪臭とよごれの実作業からは、滑稽感など毛ほどもありはしない。だのに、ただ話できけば、なにかおかしくなるのは、どういうわけだろう。それが実地と話のちがい、というものだろうか。
　２それはさておき、そういう作業をくり返すのが、つまり、生きている土をころす、ことなのである。では、土が生きている、とはどういうことなのか。土が、本来持っている自分の性質を持ち続けているかぎりは、生きている土なのだという。それなら、土本来の性質とはなにか、といえばそれは、　　Ｗ　　、ということなのだ。時や場合によっては、固まるというその本来の性質が、本来のままで非常に役にたつ。しかし、念入りな壁をつくろうとする際の壁土としては、土本来の性質のままに固まられたのでは、いい壁にはならない。　　Ｄ　　だからどうしても、生来の固まる性質を一度くさらせ、殺して、いわば癖抜きをするのである。癖をぬかれて、仕上がった土は、さらさらしているし、色も eq \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さら),曝)されてｄ淡くなっている、という。そうなってはじめて、壁土として役にたつのだが、実際に壁に塗る段になれば、そこでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すさ),苆)と呼ばれるつなぎを入れることになる。　　Ｘ　　癖をぬかれた土なのだから、つなぎをまぜるのである。
　こうきいてくると、死なす殺すという激しい言葉が、無理のないものだということがよくわかる。本来の性質をもったままの土を、　　Ｙ　　土と考える考え方もおもしろいし、本来の性質を抜いてしまう操作を、ころす死なす、という言葉で表現するのもおもしろい。そのものの形態も、そのもの本来の性質も、ともに消し去ってしまうのが死というものだが、この場合は、本来の　　Ｚ　　という性質だけを消して、土そのものの形は残る。しかし、本来の性質をもっている土を、生きている土と考えるのだから、その性質を消そうとする時、それはまさに、死なす、というほかないのである。こちらの意志や力を敢えて加えて、死なせるのである。その死なす、殺すという言葉は、みごとにぴたりと、事柄にあてはまっているのだった。
　生きている土という考え方、そしてそれを死なすといういいかた―職の人が、その職のことを話すとき、②言葉と事柄にズレがないのが心にしみた。そしてもう一つ、心にしみたのは、鼻ももげそうだという悪臭のことである。その話のときつい、くさいものを捏ねる人の姿を想像して、子供の遊びのような、と私はＢ口をすべらせたのだが、「とんでもない、けぶりにもおかしいなんてものじゃない」と真顔ではねかえしてきた、それほどのその悪臭のことである。ものがいのちをおえれば、たいがいは臭気をはなつ。それが自然の仕組、筋道である。土といえども、３その筋道はおなじといえる。死なされて、悪臭を放つのは当りまえだ。だが、思えば死なされたのは、土のからだ―からだといえるかどうかＣ心許ないが、とにかく土の形そのもの―ではなくて、持っている性質なのである。生まれつきの性質というか、４自我の強いままにある性質というか、それが殺されたのである。死なされたのは、気ままに固まりたがる、本来の性質だった。　　Ｅ　　 
　そう思ったとき、なにかしきりに感情をｄEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),キョライ)するものがあった。そんな悪臭をあげなければ、死ぬにも死なれない持って生まれた性質というもの。自分自身もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もが),踠)いて苦しまなければ捨てられないもの、そしてそれは周囲の人をもＤ辟易させるものなのである。持って生まれたのがいい性質ばかりなら、いうことはない。だが、自他をともにいためる嫌な性質を、誰でも、多少はいわず、かならず持って生まれているのである。５その性質を捨てなければ、という忠告は誰でもが身におぼえがあろう。親から師から友人から、多かれ少なかれ、注意されたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はず),筈)である。持って生まれた性質―それを思いあわせれば、ひどい悪臭を放って、最後まで人を困らせながら、ついにその性質を抜き去っていく土は、私にはひとごとの話ではなく身にしみた。最初にきいたときは笑った悪臭だが、③いまは心惹かれる悪臭である。我が身にも内蔵していることがたしかな、６哀しい悪臭といえるのだった。癖を去って、新しく素直な性質に生まれかわる、壁土あわれ、といいたい。職の人達が、臭気の強さを、土の根性の強さに比例するもののように考え、従って自分たちの作業もまた、その割合で我慢を強いられるのも、仕方のない自然の筋道だ、というように素朴で、しかも動じない態度をもっているのにも、心をうたれる。

《注》＊ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),凍)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょう),上)…冬、寒気のために土が凍って、地面やレールなどがもち上げられる現象。
問１　　　線部ａ「フジュク」に当てる漢字二字のうち一字を含むものを次の中から一つ選べ。
ア　付属　　イ　不快　　ウ　普遍　　エ　野宿　　オ　未熟
問２　　　線部ｃ「ナンギョウ」に当てる漢字二字のうち一字を含むものを次の中から一つ選べ。
ア　長男　　イ　営業　　ウ　軟水　　エ　京都　　オ　行動
問３　　Ａ　に入るものとして最も適当と思われるものを次の中から一つ選べ。ただし、問３～７を通じて同じ選択肢を二度以上選んではいけない。
ア　子供のどろんこ遊びとおなじで、なんと汚ならしく、そして滑稽である。
イ　勝手に固まるから、壁に塗り上げたあと、干割れ、ひびわれが入ってしまうからである。
ウ　が、当人にそう笑われると、今度は逆にこちらが笑えなくなって、もし自分がその作業をやらされたとしたら、どんな思いがするか。
エ　やはり、ただ使っている言葉ではなくて、激しいいいかたに釣合うだけのものが、あるらしく察しられた。
オ　だから、鼻のもげそうな悪臭は、あるがままの、勝手気ままなその性質がころされようとする時、抵抗し、抵抗し続けて、うめいて、身をしぼって放った臭気だ、とそんなふうに私はおもう
問４　　　Ｂ　　
問５　　　Ｃ　　　　に入るものとして最も適当と思われるものを問３の
問６　　　Ｄ　　　　選択肢の中から一つ選べ。
問７　　　Ｅ　　
Ｂ＝［　　　］　　Ｃ＝［　　　］　　Ｄ＝［　　　］　　Ｅ＝［　　　］
問８　―線部①「土をころす」とあるが、その説明として最も適当と思われるものを次の中から一つ選べ。
ア　生きている土を、長時間おいて、やわらかくなるのを待ち、何度も捏ねなおすことによって、念入りな壁をつくるための壁土にすること。
イ　二年も三年もかけて、職人の手を加えることによって、土が本来持っている性質を一切抜き去った状態にすること。
ウ　土が本来持っている性質に職人の手を加えて、ものが命の終わり際に悪臭を放つというその筋道通りに、ひどい悪臭を放つ状態にすること。
エ　土本来の性質は性根が強くて職人の手に負えないものであるのをやわらかくして、捏ねていると、自ずと可笑しさがこみ上げてくるような状態にすること。
問９　―線部②「言葉と事柄にズレがない」とあるが、「「土を死なす」といういいかた」について「言葉と事柄にズレがない」とはどういうことか。その説明として最も適当と思われるものを次の中から一つ選べ。
ア　職人が「土を死なす」と土を擬人化して語るのは、土の性質を変える作業の困難さを知り抜いたうえで、いためつけられる土の強さに対して親愛感を持っているがゆえであって、なんの不思議もないということ。
イ　職人が「土を死なす」のを「遊びなどとはとんでもない」と語りながら、一方で、「あの作業は、やはりなんだか可笑しいな」と滑稽がる態度は、現場を知る職人だからこその表裏一体のものであるということ。
ウ　職人が「土を死なす」さまを語るとき、捏ねかえした土の汚ならしい色や、触感など実地の様子が、聞く者にもありありと想像できるほど的確であるということ。
エ　職人が「土を死なす」と表現する作業は、職人が、その都合で、土本来の性質を強引に消す過程からなっていて、その「死なす」という言葉と職人のしていることの実際とが一致するということ。
◎問10　―線部③「いまは心EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 11(ひ),惹)かれる悪臭である」とあるが、その説明として最も適当と思われるものを、次の中から一つ選べ。
ア　ものが生きる性質を持っているからこそ発生する、その命を終えるときに放つ臭気は、自然の筋道であることが納得されて、筆者は、自分の生まれついて持った性質が土の悪臭とよく似たものとして愛しいと感じるということ。
イ　生来の性質を変えようとすると苦しみもがいて手がかかるのは、人も土と同じで、考えてみれば筆者自身にも身に覚えのあることだと思うと、さんざん職人を困らせる土に親近感が感じられるということ。
ウ　人が、悪い癖ほど自分では気づかずに、他人から非難されてはじめて気づくのと、無味無臭な土に、職人の手が入り、鼻のもげるような悪臭を放ってはじめてその性根の強さに気づかされるのとが似ているのは面白いということ。
エ　職人は、土の臭気を滑稽になど思わないが、職人でない筆者には、自分のいやな性質がなかなか抜き去り難いものであるのと同類のことに思えて、土に人間的な情趣を感じるということ。
問11　　　線部ｂ「ダンキ」を漢字に改めよ。楷書で丁寧に書くこと。

［　　　　　　　　　　］
問12　　　線部ｄ「キョライ」を漢字に改めよ。楷書で丁寧に書くこと。

［　　　　　　　　　　］

問13　　　Ｗ　　・　　Ｘ　　・　　Ｙ　　・　　Ｚ　　には、１―「固まる」、２―「生きている」のいずれかが入る。　　Ｗ　　・　　Ｘ　　
・　　Ｙ　　・　　Ｚ　　それぞれに入るものとして最も適当と思われるものを数字１、２で記せ。
Ｗ＝［　　　］　　Ｘ＝［　　　］　　Ｙ＝［　　　］　　Ｚ＝［　　　］
【確認問題】
１　波線部Ａ～Ｃの意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
Ａ　けぶり
　ア　もやもやとして明確でない様子。
　イ　煙って高く立ち上るさま。
　ウ　それらしい様子。素振り。
　エ　強く打ち消す意。ほんの少しも。
Ｂ　口をすべらせた
　ア　冗談などが受けない表現をする。
　イ　すらすらと滑らかに表現する。
　ウ　言うべきでないことを発言する。
　エ　他者の誤解を受けるような言い方をする。
Ｃ　心許ない
　ア　どうなることかと思って、心配だ。
　イ　気持ちがくじけて頑張れない。
　ウ　冷たい仕打ちに気が滅入る。
　エ　関心が本来のところからそれていく。
Ｄ　辟易
　ア　苦痛で身をよじる思い。
　イ　ひどく迷惑してうんざりすること。
　ウ　圧倒されて言葉に詰まること。
　エ　気後れして尻込みすること。
２　二重傍線部ａ～ｄと同じ漢字を使うものをそれぞれ次から選べ。
ａ　穏やか
　ア　報オン感謝
　イ　不協和オン
　ウ　オン暖前線
　エ　平オン無事
ｂ　激しい
　ア　ゲキ動の時代が始まる。
　イ　先制攻ゲキをしかける。
　ウ　間ゲキを縫う。
　エ　演ゲキ部の公演。
ｃ　嫌な
　ア　封ケン的
　イ　成層ケン
　ウ　ケン悪感
　エ　乗車ケン
ｄ　淡く
　ア　所定のタン位を取得する。
　イ　手作業によるタン念な仕上げ。
　ウ　墨の濃タンで描かれた山水画。
　エ　旅行の費用を負タンする。
【補充問題】
３　傍線部１「至極おだやかな調子でいって」とは具体的に何の話のことか。五字で答えよ。
［　　　　　　　　　　］
４　傍線部２「それ」とは何のことか。指示内容を二十字程度で答えよ。
［
］
５　傍線部３「その筋道」の指す内容を答えよ。
［
］
６　傍線部４「自我の強いままにある性質」とはここではどのようなことをいうのか。五字以内で答えよ。
［　　　　　　　　　　］
７　傍線部５「その性質」とは何のことか。指示内容を本文中から五字以内で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　］

８　傍線部６「哀しい悪臭」について
　⑴　これは何の現れと言えるのか。本文中から七字で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　］

⑵　筆者はなぜ「哀しい」と感じるようになったのか。その説明として適当でないものを次から一つ選べ。
ア　自身の性質への忠告を思いあわせてしまうから。
イ　土の苦しみを思うから。
ウ　職人たちの我慢のつらさを思うから。
エ　死ぬにも死ねないもがきの現れだから。
オ　死の直前に人を困らせる状況は悲しいから。
【解答】
問１　オ
問２　オ
問３　エ
問４　ア
問５　ウ
問６　イ
問７　オ
問８　イ
問９　エ
問10　ア
問11　暖気
問12　去来
問13　Ｗ＝１　Ｘ＝１　Ｙ＝２　Ｚ＝１
【確認問題】
１　Ａ＝ウ　Ｂ＝ウ　Ｃ＝ア　Ｄ＝イ
２　ａ＝エ　ｂ＝ア　ｃ＝ウ　ｄ＝ウ
【補充問題】
３　壁土づくり
４　悪臭とよごれにみちた作業に滑稽感が伴うこと。（22字）
５　ものがいのちを終える時臭気を放つこと。
６　固まること（５字）
７　嫌な性質（４字）

８　⑴＝土の根性の強さ　　⑵＝ウ

